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研究成果の概要（和文）：言語の統語構造の「階層性」の視点から，自然言語における文法の可

能性について解明を試みた。文の周辺要素および文の各要素が，統語上どのような階層性をな

すかについてについて検討し，その要素が統語構造の中でどのように現れるかについての理論

的考察を行った。対照言語学的な比較により理論的な検討を行うことにより，特に，これまで

必ずしも明らかではなかった日本語，および他の言語の統語構造の階層性を検証することに寄

与できる新たな言語事実の掘り起こしを行うことができた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project has aimed to provide a theoretical account for 
how natural language syntax varies from a view point of hierarchical organization of 
syntax. This study has revealed the way how clause-peripheral and core elements are 
realized in syntactic structure. A close examination from a cross-linguistic contrastive 
perspective has made it possible to explore new empirical data, which have the potential to 
contribute to some controversial theoretical issues regarding the hierarchical structures of 
Japanese and other languages.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 非対格性の問題，名詞化の問題，述語の投
射と階層などのこれまでの研究において,十
分に解決されていなかった問題点を解決す

ることが，本研究の当初の目標であった。述
語の連鎖は，見た目には一つのまとまりのよ
うに見えても，統語的にはかなり重層的な層
をなす構造を持っていることが多い。そのた
め，述語に付随する名詞句要素がどのような
位置関係を持つかが問題となっていた。その
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問題を解決するために今回の研究課題が設
定された。 
 
 
２．研究の目的 
 
 文の周辺的な要素が，統語上どのような階
層性をなす可能性があるかについて解明す
ると同時に、階層性の視点から日本語で得ら
れている知見をもとに言語がどのように情
報構造や統語構造に反映させられているか
について明らかにし，言語の形と意味を観察
することによって，バランスのとれた言語理
論を構築することを目指した。 
 本研究では，特に，次の二つの視点から，
研究を行った。第一に，文の周辺的な意味に
関与する要素の階層性の解明をめざし，文の
周辺要素がどのように情報構造に反映され
るかについての研究，第二に，文の核となる
要素の階層性の解明をめざし，それぞれの核
となる要素の持つ格標示などに関する意味
的な特徴を考察し，それが命題を構成する階
層においてどのように反映されるかについ
ての研究である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究課題は，言語の構造に関する理論的
研究であり，基礎となる言語資料に理論的検
討を加え，先行研究の問題点を洗い出し，理
論的な貢献が可能な提案を行うことである。
そのため，研究当初の段階においては，対照
言語学的に文献資料収集し，言語のデータを
検討，総合的に理論的な枠組みの検討を行っ
た。そして，先行研究の問題点の洗い出しと
いうプロセスを経た上で，自然言語の階層構
造に関する理論開発を行い，研究の途中経過
を公開の研究会，国内外の学会などで発表し，
意見交換をおこなった。その後に，必要な修
正を加え，最終的に論文の執筆を行い，その
成果を学術雑誌などに投稿した。 
 
 
４．研究成果 
 
 本述語の意味が異なることにより項の標
示の形式が同じであっても統語的な階層性
が異なってくる現象のうち，これまであまり
議論されることがなかったものに関してそ
の特性を本研究において明らかにすること
ができた。述語の表す意味と形式に関して、
「名詞句+動詞」の連鎖を持つイディ
オムとそれと同じ動詞が現れる通常の
文との比較を行った結果、イディオム
の構文は、通常の名詞句とは異なる配
置をするものが多くあることが分かり、

それに対する理論的な考察を行った。
また，日本語・英語および Hindi, Marathi, 
Bengali語の特殊構文（属格主語構文および与
格主語構文）の比較対照を行い，その検討の
中で，英語に対してはあまり見られないよう
なタイプの主語がHindi, Marathi, Bengaliに現
れることがわかり，それに対応するものが日
本語にも存在することを発見した。日本語に
関する新たなデータの発見があり，比較統語
論の視点から，他の言語も含め日本語の事実
を説明する理論の開発を行った。これらの諸
現象の検討を通じて，主語の階層性および，
述語の表す意味と形式に関して、理論開発
を行い，述語の意味と主語に与えられるマ
ーキングとの間に相関関係があることを経
験的な事実に基づいて明らかにすることが
できたことが本研究の成果としてあげられ
る。 
 統語構造の階層性の研究成果は，国内外の
学会等で報告した。研究成果の発表について
は，国外での学会において１０件の報告の実
績がある。著作された研究成果に関しては，
日本語の統語構造・情報構造を中心に論じた
ものを国内外の学術雑誌に投稿し２６件が
出版された。特に，対照言語学的な比較によ
り，新たに得られた日本語の事実・知見に関
しては，データ的な貢献が期待されるもので
あり，この点において，将来的にも国内外の
研究の進展に寄与することができるもので
あると考える。 
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